
令和５年度 第２回横浜市障害者就労支援推進会議 次第 

 

日時：令和６年３月 14日（木）       

    午後 14：30 ～ 16：30       

場所：横浜市技能文化会館 801 研修室 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

(1) 「第 19 回 働きたい！わたしのシンポジウム」開催案について 

 資料１、資料２、資料３ 

 

 (2) 意見交換 

 

３ 報告 

  令和６年度 予算概要について 資料４ 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

  



令和５年度 横浜市障害者就労支援推進会議委員 

（順不同・敬称略）                                計 13 名 

氏 名 所 属 分 野 
昨年度から

の留任 

眞
しん

保
ぼ

 智子
さとこ

 法政大学 現代福祉学部・大学院人間社会研究科 教授 学識経験者 ☆ 

石川
いしかわ

 祐子
ゆうこ

 横浜市心身障害児者を守る会連盟  障害者団体 ☆ 

高尾
たかお
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とも

典
のり

 日本ピザハット株式会社 当事者 ☆ 

小林
こばやし

 秀彦
ひでひこ

 横浜東部就労支援センター 所長 就労支援 ☆ 

清田
きよた

 佳子
よしこ

 社会福祉法人同愛会 ダイア磯子 就労支援  

草野
くさの

 仁
ひと

志
し

 
株式会社 LITALICO パートナーズ 

LITALICO ワークス 
就労支援  

山木
やまき

 暢彦
のぶひこ

 
社会福祉法人大樹 つるみ地域活動ホーム幹 

鶴見区基幹相談支援センター 
福祉 ☆ 

伊藤
いとう

 佐
さ

恵子
え こ

 
公益財団法人横浜市総合保健医療財団 

磯子区生活支援センター 
福祉 ☆ 

伊奈
い な

 瞳
ひとみ

 神奈川県立あおば支援学校 教育 ☆ 

須藤
すどう

 久美子
く み こ

 横浜公共職業安定所 専門援助部門 主任就職促進指導官 労働 ☆ 

後藤
ごとう

 和馬
かずま

 医療法人社団自立会 医療 ☆ 

福田
ふくだ

 裕
ひろ

行
ゆき

 
生活協同組合ユーコープ 人財開発部 人財開発課 

障害者雇用支援 担当 
企業 ☆ 

男
お

澤
ざわ

 誠
まこと

 株式会社スリーハイ 代表取締役 企業 ☆ 

 

事務局 

君和田
き み わ だ

 健
たけし

 横浜市健康福祉局障害福祉保健部長  

今井
いまい

 智子
ともこ

 横浜市健康福祉局障害福祉保健部障害自立支援課長 

内山
うちやま

 博人
ひろと

 横浜市健康福祉局障害福祉保健部障害自立支援課就労支援係長 

 

 





   障害のある方が「働く」ことについて理解を深め、「働きたい」と思えるきっかけをつくるイ

ベントとして、平成 16 年度から毎年開催しています。（令和２年度、３年度は新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため中止） 

このシンポジウムでは、障害のある方ご本人の視点を大切にし、実際に働いている方や、雇用

企業、就労支援機関の支援者等からの生の声を発信しています。 

 

   開催当初は、企業への雇用も限定的で職業訓練ができる場も少なかったため、訓練機関の紹介

や、働く知的障害のある方の講演がメインでした。その後、職業訓練や企業で働く障害者が増

え、平成 30 年度からは精神障害者も雇用促進法の対象となり、より障害のある方に対しての雇

用の機会が広がってきたことを受け、時勢によってテーマを変えながら開催しています。 
 
【過去５年間の実績 

開催回数（年度） 開催場所 参加人数 

第 13 回（平成 28 年度） 戸塚区文化センター 650 人 

第 14 回（平成 29 年度） 鶴見区文化センター 530 人 

第 15 回（平成 30 年度） 保土ケ谷公会堂 460 人 

第 16 回（令和元年度） 磯子公会堂 430 人 

第 17 回（令和４年度） 横浜市健康福祉総合センター 会場 77 人（YouTube：336 再生） 

 

【過去５回のテーマ】 

第 13 回   ：障害のある人の就労・職場定着について考えよう！ 

第 14 回～16 回：障害のある人もない人も、共に「働く」ことを考えてみませんか？ 

第 17 回   ：「ともに働く」を考える 
 

【過去の開催の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 18 回は、「様々な働き方がある」をテーマに、公募によって選ばれた障害のある方ご本人の

体験談や就労支援機関の方々にご登壇いただきました。また、横浜戸塚就労支援センターの佐藤

センター⾧より、「就労準備性」をテーマに、講演をしていただきました。 

 

【第 18 回 開催の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ア 日時：令和６年２月７日（水）午後２時～午後４時（開場：午後１時 30 分） 

  イ 場所：横浜市健康福祉総合センター ４階ホール 

 

ア 第１部 「体験談を聞こう！」～障害のある方・支援者からのメッセージ～ 

公募によって選ばれた３組の方々にご登壇いただきました。 

また、当事者の話をもっと聞きたいというニーズを受け、質疑応答の時間を設けました。 

 

イ 横浜市の障害者雇用の取組について「横浜市役所で“はたらく”」 

  横浜市総務局人事課・チャレンジドオフィスの職員の方ご本人から、チャレンジドオフィ

スでのお仕事の話をしていただきました。 

 

ウ 第２部 『働くためには何が必要？』～働くにあたって「身につけておくと良いこと」～ 

  就労準備性について、横浜戸塚就労支援センターの佐藤センター⾧より講演をしていただ

きました。 

 

ア 会場来場者数：１７１人 

イ YouTube ライブ配信再生回数：240 回 

ウ YouTube アーカイブ配信再生回数：352 回（3/13 現在） 

※３月６日～３月 31 日まで配信予定 



より一層集客を図るために、本市ホームページの他、様々な広報手段によって周知を行いま

した。 
 

横浜市記者発表（読売新聞に掲載されました） １月 11 日 記者・市民全般 

広報よこはま「はま情報」 １月号 市民全般 

障害福祉情報サービスかながわ（らくらく） １月 12 日 障害福祉事業所 

障害福祉のあんないアプリ「プッシュ通知」 ２月２日、６日 アプリ登録者 

横浜市広報課 X（旧 Twitter） ２月５日 市民全般 

 

 【チラシの配布先（一部抜粋）】 

・「進路対策研究会」：横浜市内の特別支援学校高等部の進路担当者が参加 

・「横浜市中学校特別支援教育研究会」：市内の個別支援級の学校の集まり 

・「自立生活アシスタントと後見的支援室」 

・18 区役所（高齢・障害支援課、区政推進課広報係）への配架 

 

【メールによる関係団体周知】 

 ・横浜市身体障害者団体連合会 

 ・横浜市心身障害児者を守る会連盟 

 ・横浜市精神障害者家族連合会 

 ・横浜市精神障害者地域生活支援連合会 

 ・横浜市障害者地域作業所連絡会 

 

別添「第 18 回 働きたい！わたしのシンポジウム アンケート結果」参照 

 

ア 今回、登壇者を初めて公募により決定したが、申込者が精神障害・発達障害の方のみだっ

たため、次回以降、知的障害者の方も応募しやすくなるよう、募集要項や募集期間を工夫す

る必要がある。 

 

イ 登壇者が精神障害・発達障害の方のみだったため、知的障害の方には難しい内容となって

しまった（アンケートでもご意見あり） 

 

ウ コロナ禍が明けて初めてのシンポジウムだったが、会場の都合等もあり、物販などのその

他コンテンツを企画することができなかった。 

 

 



 
令和４年の障害者雇用促進法の改正により「障害者の多様な就労ニーズを踏まえた働き方の推

進」も求められていることから、来年度の開催については、引き続きテーマを「様々な働き方が

ある～Part2～」として、「多様な働き方」に焦点を当てた内容にしていきたいと考えています。 

また、特設ブースを併設することで、障害者就労に対する「障害当事者・家族への機運醸成」

や、「市役所来庁者への啓発」も図ります。 
 

 

 ア 開催日 ：令和６年９月６日(金)横浜市役所１階 アトリウム 

        ※「９月障害者雇用月間」に合わせて開催 
 

イ 開催場所：横浜市役所１階アトリウム ※収容人数 160 席(椅子がある式典形式を想定) 

市民協働推進センター   ※収容人数 80～100 席（ﾚｲｱｳﾄによって変更） 
 
【アトリウム使用例】 

 

 

 

 

 

 

 

【市民共同推進センター使用例】 

 

 

 

 

 

 

  第 19 回の開催についても、メインプログラムは第 18 回と変わらず、「障害当事者からの

メッセージ（登壇）」と「障害者就労に係る講演」を中心に考えています。 

 

 

 

 

 

 

第１部 「当事者・支援者からのメッセージ」 

   ※３組程度を想定 

第２部 「障害者就労に関する講演」 

   ※障害当事者やそのご家族の方が、 

知りたいと思う内容をテーマにする。 

・障害当事者よるダンスパフォーマンスやコン

サート 

・障害当事者、支援機関のリレートーク 

・企業講演「企業の実例を知ろう」 等 

 ※障害者を雇用している企業からの講演 



 
    壇上での登壇や講演に加えて、横浜市役所１階アトリウムや市民協働推進センター等の会

場の特性を利用して、会場の中で様々なコンテンツ（特設ブースなど）を展開することで、

障害者就労に対する「機運の醸成」だけでなく、市庁舎に来庁している「一般市民への啓

発」も同時に図りたいと考えています。 

    どのようなコンテンツを展開するかについては、現段階ではアイデアの状態であり、本会

議のご意見も踏まえながら、実現の可否も含め検討を進めていきます。 

 

ア 「情報・相談ブース」「企業紹介ブース」等の設置 

就労に向けて、「どのような制度があるのか」「どのような事業所があるのか」等の、障害

のある方ご本人や、ご家族の方への情報を提供したり、相談を受ける「情報・相談ブース」

や、障害者雇用好事例紹介で横浜市 HP に掲載されている企業などを紹介する「企業紹介ブ

ース」等を同時開設することで、就労へのモチベーションをそのままに相談できるようにす

る。 
 

イ 障害福祉事業所による販売会 

シンポジウム会場に「わたしは街のパン屋さん」や「農福マルシェ」、「障害福祉事業所の

製品」の販売を行うブースを設けて、市役所に来ている一般市民の方にも啓発を行う。 
 
  ウ ＪＲ関内駅北口就労啓発施設との連携 

    「Café ツムギ station」と連携し、障害者の多様な就労形態の啓発を図る。 
 

エ 啓発パネルや障害者のアート作品等の展示による啓発 

啓発パネルや障害のある方が作成したアート作品を展示し、障害理解の啓発を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度開催において、登壇者を公募とした結果、申込者が精神障害・発達障害の方の応

募のみとなり、知的障害の方の応募が無かったため、アンケートでも、「知的障害の方には少

し難しい内容」、という意見がありました。 

そのため来年度は、知的障害の方も応募しやすいような対応策として、「周知方法」や「応

募期間」を改善したいと考えています。 

 

ア 「登壇者募集」の広報チラシの作成 

  知的障害の方にとっては、現行の募集要項や開催チラシでは、内容が理解しづらいことも

想定されるため、募集要領に先駆けて、知的障害者の方でも理解しやすいような内容で、

「登壇者を募集します！」というチラシを作成し、事前に周知を行う。 

  事業所支援員や特別支援学校の教員の方々が、知的障害のある方に説明しやすい内容を想定 

 

イ 募集期間の見直しや拡大 

知的障害のある方への応募やイベント等の情報周知については、事業所支援員や特別支援

学校の教員の方々から本人へ勧められることも多く、情報がいきわたるまでに一定の期間が

必要と思われるため、公募のエントリー期間を知的障害の方のみ、前倒しにしたり、期間を

⾧くするなどの対応を行う。 

 

  ウ 周知先事業所の検討 

    知的の障害の方に多く周知ができるよう就労継続支援 A 型・B 型事業所、グループホーム

などにも登壇者募集の周知を行う。 

    また、本市ホームページ以外の周知媒体も検討する。 

 

   【今年度・来年度案の比較】 

 

 

 

 

 

５年度 

（第 18 回） 

募集要領のみ 

（ルビ有だが内容は通常） 

約３週間 

（10/17～11/10） 

移行支援事業所中心 

市 HP にて募集 

６年度 

（第 19 回） 

募集チラシ（平易な内容） 

募集要領（昨年度と同等） 

最低１か月 

（予定） 

A 型・B 型、GH 等も含める 

HP 以外の媒体も検討 



19%

21%

45%

5%
5%

5%

現在の状況

就労中

就職活動中

就労系事業所を利用中・

移行・Ａ型・Ｂ型

上記以外の障害者福祉

サービス事業所に通所中

その他

無回答

49%

12%

17%

3%

1%
4%

3% 3%
8%

あなた自身について、教えてください
障害のある方

障害のある方のご家族

福祉従事者

教育従事者

企業関係者

行政関係

横浜市職員

その他

無回答

44%

18%

11%

11%

16%

参加理由 障害者就労について関心が

あるため

現在就職活動中のため

将来働きたいため（今は就

職活動はしていない）

障害のある人と一緒に働い

ているため

その他

1/3
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3/3
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